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 製品 称及び型番 

1.1 ウ ン  

1.1.1 ウ ン  

型番 品  

 極 ウ ン ッ ン  

 極 ッ ン  TYPE-A  

 極 ッ ン  TYPE-B  

 極 用 MQS  

 極 ウ ン ッ ン  

 極 ッ ン  TYPE-A  

 極 用 MQS  

 MQS用キ 埋 栓  

 JPT用キ 埋 栓  

1.1.2 嵌合相手 ネ  

 極キ ッ ウ ン ッ ン  

 極キ ッ ウ ン ッ ン  

Fig. 1 

1.2 ン  

1.2.1 ン  

型番 品  適応電線 

 
MQS ンボ 端子 

端子  

0.5ｍｍ2 

(DIN 72551-FLR Parts 5 and 6) 

 
MQS ンボ 端子 

端子  

0.75ｍｍ2 

(DIN 72551-FLR Parts 5 and 6) 

―  JPT端子 端子  
0.2―0.5ｍｍ2 

(DIN 72551-FLR Parts 5 and 6) 

 JPT端子 端子  
0.5―1.0ｍｍ2 

(DIN 72551-FLR Parts 5 and 6) 

 JPT端子 端子  
>1.0―2.5ｍｍ2 

(DIN 72551-FLR Parts 5 and 6) 

Fig. 2 

1.2.1 ワ JPT用  

型番 適応電線被覆外形( mm ) 

963294 1 φ ～  

963293―1 φ ～  

963292―1 φ ～  

                          Fig. 3 



 
  

防水 極 極 ネ  

Sealed 81/40pos Connector 
411-78008-1 

 

2 of 16 Rev A2 

 

1.3 製品 構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MQS用  

ウ ン ッ ン  

Ｊ 端子 

端子 

ッ ン  
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顧客 入検査 

AMP 品質管理規定 検査を行い 出荷 して 完全 ッ 管理を行 てい 入検

査 して少 該当製品 顧客用図面 内容 いて 検査を 望  

 保管 び運搬時 扱い いて 

3.1 端子 

   (1)梱包箱 出 状態 放置 運搬 避けて い  

   (2) ン 面 けを持 て運ば い い 破損し 圧着機  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 5 

 

   (3)湿気 多い所 放置し い い 直射日 あ い乾燥し 清潔 屋内 常温 

     常湿(5～35℃ 45～85%RH) 環境 保管して い  

   (4)圧着機 時 外 端 端子を適 紐や針金 て ン  

     結び ほ け い様 して い  

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 6 

 

3.2 ウ ン  

   (1)直射日 あ い乾燥し 清潔 屋内 常温常湿(5～35℃ 45～85%RH) 環境 

     保管して い  

   (2)露出状態 運搬や 長時間放置 避けて い  

   (3)運搬 落 衝撃を避けて い  

良い方法 
横 して片側 けを持 い 

結ぶ 
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圧着作業 

  圧着作業 必 当社指定 工具を使用い 指示 規程 従 て し 実施して い  

4.1 電線 

4.1.1 適用電線 

       適用電線 いて Fig. 2を参照願い  

4.1.2 端 加工 注意 

       芯線 傷 断 等 い う 注意して い  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

Fig. 7 

 

4.2 圧着機 扱い いて 

     表 自動機 扱説明書を 参照願い  

MQS 端子 412-5022 

JPT 端子 412-5022 

 

4.3 圧着条件 

     表 付適用規格を 参照願い  

MQS 端子 114-18021 

JPT 端子 114-18050-1 

 

4.4 圧着端子 保管及び 扱い いて 

(1)乾燥し 清潔 場所 保管して い 長期間 わ 露出状態 放置 避けて 

  い  

(2)束 場合 端子 変形 い様 十 注意して い  

(3)多量 積 重 突起部 引 重量 端子 変形し 接触 良  

  端子保持力 原因 注意願い  

(4)端子 端を え 為 端子 端を い 机面等 当て し い い  

  端子 変形 発生し 嵌合や性能 支 を 場合 あ  

傷 断  

良 良 良 常 
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ネ 製造作業 

5.1 端子 ウ ン へ 挿入 

(1) Ｊ 用 仮係 状態 あ を確認して い 万 係 状態 あ 場合  

仮係 状態 し 後 作業願い 5.4参照 係 状態 端子 挿入  

 

 

Fig. 8 

 

 

 

  

係 状態 

仮係 状態 
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  (2)Fig. 9 う 向 端子を指定 キ 端子 収納 穴 挿入し ｡ ン  

   端子 ン 係 以 挿入 け ば完了 ｡ 

 

Fig. 9 

 

 (3)更 電線を  端子  20N以  

               Ｊ 端子  40 以 引 張 ､端子 抜けて い を確認して い｡ 

 

 注意   端子 挿入作業時 ウ ン 内 あ 括防水用 部品 挿入力

通常 非防水 ネ 高 て 挿入時 端子 キ 突 当 確

実 挿入し ン 係 てい を確認願い  

 

Ｊ 端子 端子 
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5.2 キ ウ ン へ 挿入 

    端子を挿入し いキ 防水性を確保 為 埋 栓を挿入して い  

 

 

Fig. 10 

 

 JPT用キ  

 キ 全体 全て隠 う キ 内 十 挿入して い  

 MQS用キ  

 キ を真 直 挿入し キ 面 突 当 十 挿入して い  

 

 注意   挿入時 過度 力を加え ウ ン 変形や破損 原因  

        作業 寧 行 て い  

JPT用 

キ  

MQS用 

キ  

挿入方向 

キ  

挿入図 

JPT用 

キ  

MQS用キ  
4.4  
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5.3 ッ 重係 作業 

(1) 全て 端子を挿入し 後､ を確実 奥 押し込 係 状態 し 端

子 ッ 完了 ｡ 

 端子用  

 

 

 

Ｆig.10 

 

 押し込 い場合 無理 押し込 ､ 端子 挿入 足 い 再度確認し､ 

完全 挿入して い 6.1参照 挿入 足 端子 あ 場合､ を押し込  

   

 

6.3 ッ 解除方法 

  端子を挿入 場合や引 抜 場合 ､ を仮係 状態 し ｡ 係 状態 挿 

   入､引 抜 ｡ 

 治具挿入部 1mm 精密 を差込 い｡ 

を仮係 状態 約 1mm 引 出し ｡係 部全て 解除 を確認して

い｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 11 

  Ｊ 端子用  

   Fig. 8参照願い  

(2) 押し込 い場合 無理 押し込 ､ 端子 挿入 足 い 再度確認し､ 

完全 挿入して い 6.1参照 挿入 足 端子 あ 場合､ を押し込  

     

ッ 作業前 

ッ 作業後 
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5.4 ッ 解除方法 

  端子を挿入 場合や引 抜 場合 ､ をＪ 用 仮係 状態 Fig. 8参照  

   用 完全 引抜 ｡ 係 状態 挿入､引 抜 ｡ 

(1) 治具挿入部 1mm 精密 を差込 い｡ 

 端をあて 片側 押し広 う 係 を解除し を て  

     仮係 置 移動  

 (2) を仮係 状態 約 1mm 引 出し ｡係 部全て 仮係 置 来  

    を確認して い｡ 

 

 

 

 

 

                  係 置                                  仮係 置 

Fig. 12 

 

  注意   Ｊ 端子用 を仮係 置以 引 出 い い｡破損 原因  
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5.5 端子 引 抜 方法 

(1) 仮係 状態 てい を確認し 万 係 状態 てい 場合  

仮係 状態 して い 5.4参照 係 状態 端子 引 抜  

 端子 

(2)精密 ン を軽 押し 電線を引 張 て端子を抜  

端子を 度挿入方向 押込 記 作業を行 う 引抜 易  

 

 

Fig. 13 

 

    注意   引抜 防水 傷 い 場合 必 ウ ン ッ ン を 

               交換して い  

精密  
端子飛込 間口 

精密 挿入口 
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Ｊ 端子 

(3)専用 引抜 治具を所定 穴へ突 当 挿入し 電線を引 張 端子を引 抜  

      端子を 度挿入方向 押込 記 作業を行 う 引抜 易  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 14 

  注意   抜 治具や を 端子内部 挿入 い う注意して い 万 挿入 

           てし 場合 再使用 新品 端子 交換して い  

Ｊ 単子用引抜 治具 

品番 726503-1 又 968107-1 

治具 端 ン 当

係 を解除  
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5.6 ッ ン ネ 付け 

(1) ワ ネ を引出方向 曲  

(2) ッ ン 背面側 ッ 部を ッ ン ッ 係 用穴 挿入  

(3) ッ ン ワ 出し側 ッ 部を ッ ン ッ 係 用穴 挿入

 

  注意   ッ ン ネ 引出方向別 あ  

            TYPE-A  ネ 引出方向 JPT端子側  

                      側嵌合時 ネ 外側 引出 ウ を  

            TYPE-B  ネ 引出方向 MQS端子側  

                      側嵌合時 ネ 内側 引出 ウ を  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 15 

(2) 

(3) 

付け終了 TYPE-B  

ッ 係 用穴 

表裏 箇所  
付け終了 TYPE-A  

背面側 ッ  

ワ 引出側 ッ  
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  注意   ワ ネ 出してい い 噛 込 い い 等を確 

          認して い  

  注意   置 注意して い 弊社出荷時 置 て 付け作業をして い  

          ッ ン 弊社出荷形態 Fig.16 を参照願い  

  注意   置 注意して い 弊社出荷時 置 て 付け作業をして い  

          ッ ン 弊社出荷形態 Fig.17 を参照願い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 17 

81P 

TYPE-A 

81P 

TYPE-B 

40P 

81P 

TYPE-B 
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5.7 ッ ン ネ 外し 

(1) ネ 係 置 弊社出荷形態 あ を確認して い Fig. 16参照  

(2) ッ 係 用穴 精密 を挿入 押込 て ッ ン 引出側 ッ

端部 係 を解除し 引出側 ッ 部側面を内側 倒し込 引出側 係 全てを解除し

外して い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 18 

5.8 ネ 製品 管理 

5.8.1 扱い いて 

   ネ や電線 無理 力を加え ､衝撃を え し い う 十 注意して い｡ 

5.8.2電線 結束や ン いて 

   束 置 ネ 端面 30mm以 離し 電線 無理 力 い う 注意し 

    て い  

5.8.3導通検査 いて 

(1) 導通検査 使用 治具 相手側 ネ 又 等 を使用して い  

(2) 端子内部 検査用 を単独 絶対 挿入 い い  

    注意   万 挿入 てし 場合 必 新品 端子 交換して い  

(3) 導通検査用治具使用 弊社 御連絡 い  

5.8.4保管 いて 

   乾燥し 清潔 場所 保管して い 露出状態 長時間放置し い い  

5.8.5出荷 運搬 いて 

   適 梱包箱を利用し 塵埃 雨水等を防 し 寧 扱う う注意して い  

 

(2) 

(2) 

(2) 
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6. ネ 嵌合及び離脱作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 19 

6.1 ネ 嵌合 

(1) 端子 ウ ン へ 装着状態 電線 束 置 しい 係 状態 

  てい を確認して い 仮係 状態 てい 場合 係 状態 して い  

  5.3参照  

   (2) 端子 変形 変色 傷 錆 ウ ン 変形 割 損 変色等 異常 い 確 

  認して い  

     注意   万 異常を発見し 場合 必 新品 交換して い  

 

   (3) 置 確認 

    初期 置 あ を確認して い  

    弊社出荷形態 嵌合終了 置 Fig. 20 通 を初期 置 移動 て い  

               嵌合終了 置                              初期 置 

Fig. 20 

嵌合方向 

初期 置用

係 部 

81P TYPE-A 

81P TYPE-B 

40P 
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(4) ネ を仮係  

   ウ ン を 側 Fig. 19 方向 真 直 挿入して い 以 押し込  

  け ば仮係 置  

    注意   挿入時 絶対 ネ を い 挿入方向以外 力を加え い う注意して 

          い  

    注意   ネ ネ 無理 力を え い い  

    注意   ネ を仮係 置 押込 操作を開始 常 嵌合  

          出来 い恐 あ 様 時 (3) 作業 や 直して い  

 

(5) ネ を嵌合  

を操作 回転 て 係 部 確実 ッ  

時 を持 体を 側 押し当て 作業して い  

 

                 初期 置                            

Fig. 21 

 

    注意   操作中 引 掛 感 あ 操作出来 い場合 を初 

          期 置 戻して 仮係 状態 奥 押し当て 状態 して 再度作業し直して い  

    注意   防水性を確保 為 81極 40極 両方を嵌合 て い  

           

6.2 ネ 離脱 

(1) 係 部を押し ッ を解除  

(2) を操作 回転 て を初期 置用係 部 ッ  

(3) ネ を 側 引抜  

 

係 部 
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